
五戸町教育委員会公告第１号 

 

 五戸町立統合中学校新制服選定業務公募型プロポーザルを実施するので、次のとおり公

告する。 

 

  令和６年９月２７日 

 

五戸町教育委員会     

教育長 澤 田  尚   

 



 

（目的） 

第一条 本要領は五戸町立中学校統合準備委員会（以下「準備委員会」という。）において、五戸

町立統合中学校（以下「統合中学校」という。）の令和１０年４月開校に向け、令和８年４月に

五戸町管内３中学校に入学する生徒から着用を開始する３校統一仕様の新たな制服に関し、制

服の納入業者及び基本デザインの製作等について、優先的に交渉する事業者（以下「優先交渉

者」という。）を公募型プロポーザルにより選定するために、必要な事項を定めるものとする。 

（業務内容） 

第二条 実施者は準備委員会とする。 

２ 業務内容は仕様書のとおりとする。 

（参加資格） 

第三条 参加資格は次のとおりとする。 

 一 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６４条の４の規程に該当しないこと。 

 二 第五条に規定する参加申込書の提出時に、五戸町の指名停止を受けていないこと。 

 三 国税・都道府県税及び町税等に滞納がないこと。 

 四 役員等が五戸町暴力団排除条例第５条第２項に規定する暴力団員等でないこと。 

 五 役員等が暴力団または暴力団員等と社会的に避難されるべき関係を有していないこと。 

 六 その他、法令等に違反していないこと又は違反する恐れがないこと。 

 七 令和７年１２月までに制服販売を開始し、令和８年３月中旬までに納品ができること。な 

お、具体的な納期については優先交渉者決定後に別途協議を行う。 

 八 優先交渉者に決定後、責任をもって販売できる体制を整えること。 

 九 優先交渉者に決定後、準備委員会が行う統合中学校の広報活動に協力が可能であること。

なお、活動内容については、別途協議を行う。 

 十 本業務の実施に当たり、準備委員会事務局との連絡調整、打合せ等に適切に対処できるこ

と。 

（公募開始） 

第四条 実施要領、仕様書、様式集等、本プロポーザルに関する資料は、五戸町ホームページ

（企業向け情報（産業・ビジネス）＞公募型プロポーザル）からダウンロードすることとす

る。 

２ 公募開始は令和６年９月２７日（金）とする。 

（参加申込書） 

第五条 本プロポーザルに参加を希望する者は、参加申込書兼誓約書（様式第１号）を令和６年

１０月４日（金）午後５時必着で提出するものとする。 

２ 提出方法は持参または郵送（簡易書留郵便に限る）とする。 

①提出先 〒０３９－１５１８ 

       青森県三戸郡五戸町字下モ沢向８－２ 

五戸町立公民館２階 五戸町教育委員会 

  ②持参する場合の受付時間は、土日祝日を除く午前８時３０分から午後５時までとする。 

（質問の受付） 

第六条 質問書（様式第２号）は参加申込した者が、質問事項の有無にかかわらず電子メールで提

出するものとする。 

  ①提出先メールアドレス gakumu@town.gonohe.aomori.jp 

              添付データのファイル形式をＷｏｒｄとし、件名に「公募型プロ 

ポーザルに関する質問（事業者名）」と表記すること。 

２ 質問書（様式第２号）の提出は令和６年１０月１０日（木）午後５時までとする。 

３ 電話及び来庁による質問には一切応じないものとする。 

（質問に対する回答） 

第七条 個別回答は行わず、令和６年１０月１８日（金）午後３時に五戸町ホームページ（企業向 

け情報（産業・ビジネス）＞公募型プロポーザル）に掲載する。 



（提案書等の提出） 

第八条 提案書等の提出については次のとおりとする。 

 一 提案書の提出について（様式第３号） １部 

 二 会社概要（様式第４号） ２０部 

三 納入実績及び取引状況一覧表（様式第５号） ２０部 

四 提案書（任意様式） １セットにつき２０部 

①提案は 1 事業者につき２セットまでとする。 

②提案書は１セットにつきＡ４サイズ（縦横問わず。）で２枚以内とする。 

③提案書には制服見本の現物写真を必ず入れること。 

④文字サイズは１１ポイント以上とする。ただし、図表に関してはこの限りではない。 

⑤専門知識を有しない者でも理解できるよう、分かりやすい記載とする。 

五 製品価格見積書（様式第６号） １セットにつき２０部 

①２セット提案する場合は、前号の提案書に提案書番号を明記し、見積書との対応を明確 

にすること。 

六 その他、会社概要を記載したパンフレット等があれば２０部 

２ 前項第二号から第六号のページ順で１部ずつ冊子形式にし、第六号（パンフレット等）を除

きページ番号を付すこと。表紙の作成は任意とする。 

３ 提出期限は令和６年１１月１５日（金）午後３時とする。（必着） 

４ 提出方法は持参または郵送（簡易書留郵便に限る）とする。 

①提出先 〒０３９－１５１８ 

       青森県三戸郡五戸町字下モ沢向８－２ 

五戸町立公民館２階 五戸町教育委員会 

  ②持参する場合の受付時間は、土日祝日を除く午前８時３０分から午後５時までとする。 

（制服見本品の納入） 

第九条 参加申込した者は、制服の見本品を１セットにつき各タイプ１着ずつ納入するものとす 

る。 

２ 納入期限は令和６年１１月１８日（月）午後３時とする。（必着） 

３ 納入方法は持参、宅配便またはゆうパックとする。 

①納入先  〒０３９－１５１８ 

       青森県三戸郡五戸町字下モ沢向８－２ 

五戸町立公民館２階 五戸町教育委員会 

  ②持参する場合の受付時間は、土日祝日を除く午前８時３０分から午後５時までとする。 

（優先交渉者の選定方法） 

第十条 第八条に規定する提案書等及び第九条に規定する見本品に基づくプレゼンテーションを

実施し、優先交渉者を選定する。 

２ プレゼンテーションの実施日時は令和６年１１月１９日（火）午後２時からとする。 

※順番は第八条に規定する提案書等の提出順とし、時間帯は別途連絡する。 

３ 実施場所は五戸町立公民館３階視聴覚室とする。 

４ 所要時間は、１事業者につきプレゼンテーションを２０分、質疑応答を１０分とする。 

５ 出席者数は１事業者につき５名以内とする。 

６ 審査は、審査員が提案書等に記載された内容（見本品含む）及びプレゼンテーションと質疑

応答の内容により、別表の審査基準に基づき行う。 

７ 基準点の合計は１００点とし、その配点は公表しないものとする。 

８ 審査の結果、最も高い合計評価点を付けた審査員の人数が最も多い事業者を優先交渉者とす

る。 

９ 前項の事業者が複数ある場合は、当該事業者の中で、審査員全員の評価点の合計が最も高い

事業者を優先交渉者とする。 

10 参加申込した者が１者の場合は、上記と同様に審査したうえで優先交渉者とする。 

11 審査員は、準備委員会委員１３名（委員長、小中学校ＰＴＡ会長７名、町議会議員２名、中

学校長３名）、教育長、教育課長の１５名とする。ただし、代理出席を認めるものとする。 



12 説明は、提案した提案書等に記載された文章、図、イラスト等及び見本品の範囲内で行うこ

ととし、追加資料の配布・使用は認めない。 

13 机、椅子、電源、スクリーンは、準備委員会が用意する。ただし、プロジェクター、パソコ

ン、制服の見本品を展示するマネキン等は、事業者側で持参するものとする。 

14 他の事業者の立ち合い（同席）は認めない。 

（見本品及び提案書の返却） 

第十一条 見本品は、優先交渉者決定後に返却するので、日程調整の上、回収すること。なお、

提出された提案書等については返却しない。 

（その他） 

第十二条  

 一 プロポーザルに係る費用は、全て参加申込した者の負担とする。 

 二 申込書及び提案書等に虚偽の内容が記載されていた場合は失格とする。 

 三 審査の公平性を害する行為を行った事業者は失格とする。 

 四 審査結果に関する異議申し立ては受け付けない。 

 五 提出期限以降の提案書等の差替え及び再提出は認めない。 

 六 提出書類は、公平性、透明性及び客観性を期するため公表することがある。 

 七 参加申込み後にプロポーザルを辞退する場合は、プロポーザル参加辞退書（様式第７号）

を提出すること。 

 八 優先交渉者が決定されるまでは、見本品納入時などを除き、準備委員会、各学校及び町教

育委員会関係者等と直接接触しないこと。 

 九 仕様書に提示する生徒数は見込であり、見込数に達しない場合でも異議無く履行するこ

と。 

 十 採用されたデザインに関する権利は、統合中学校に帰属もしくは譲渡する。 

十一 事前承諾無しで、業務を第三者へ委託（請負その他これに類する行為を含む。）してはな

らない。 

十二 販売後の製品に係る諸問題には、誠意をもって対応すること。 

十三 この要領に定めるもののほか、必要な事項については準備委員会が定める。 

十四 提案書及び制服見本品にエンブレムを使用する場合は、五戸町立五戸中学校の現行の校

章を使用すること。 

（実施スケジュール） 

第十三条  

時期 内容 

令和６年 ９月２７日（金） 公募型プロポーザルの公告 

令和６年１１月１９日（火） 応募業者によるプレゼンテーション、審査 

令和６年１１月下旬 優先交渉者決定 

令和６年１２月～令和７年３月 制服デザイン案の検討 

令和７年 ３月～４月 制服デザインの最終決定 

 

附 則 

 この要領は、令和６年９月２７日から施行する。 

  



別表（第九条関係） 

 

審 査 基 準 

 

No. 評価項目 評 価 事 項 基準点 評価 換算値 評価点 

１ 

経済性 

提案された価格が適正か  
 

  

２ 
成長による買い替えを最小限にする工夫

がされているか 
 

 
  

３ 

快適性 

着心地の良いものとなっているか  
 

  

４ 
保湿性、通気性等、機能的な仕様となっ

ているか 
 

 
  

５ 

耐久性 

素材や縫製技術面など、3 年間の着用に

耐え得る仕様となっているか 
 

 
  

６ 
着崩れや型崩れが起きにくい工夫がされ

ているか 
 

 
  

７ 
自宅での洗濯が可能である等、手入れが

しやすい工夫がされているか 
 

 
  

８ 抗菌防臭、撥水等の加工がされているか  
 

  

９ 

デザイン性 

清潔感があり、式典等の服装として対応

できるものであるか 
 

 
  

10 
性別に関係なく着用できるデザインとな

っているか 
 

 
  

11 
児童生徒、保護者、地域に対し、好感が

もてるものであるか 
 

 
  

12 

利便性 

新入生の採寸や注文受付について、児童

生徒、保護者、学校に配慮したものとな

っているか 

 

 

  

13 
購入に際し、販売方法等での児童生徒、

保護者への利便性が確保されているか 
 

 
  

14 
修繕が発生した場合等のアフターサービ

スの体制がとられているか 
 

 
  

15 

事業者 

児童生徒、保護者又は学校への情報提供

や情報収集に協力できているか 
 

 
  

16 
制服の供給を継続できる安定した経営的

基盤を有しているか 
 

 
  

合計 １００ 
 

  

 

 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

非常に優れて

いる 

優れている 標準的である やや劣ってい

る 

劣っている 

換算値 1.0 0.8 0.6 0.4 0.2 

評価点＝基準点×換算値 



  



  

☑ 



  



  



  



  



  



  

 


